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ブナ科の落葉高木で山陽地方が分布の中心の植物で

す。山形市周辺に隔離分布していて，本来は珍しい

植物です。大きなドングリをつけ，シジミチョウ科

のクロミドリシジミの食樹として大切なものです。

（花期５月～６月 果期９月～１０月） 

７月上旬頃より姿を現します。♂は紫色

ですが♀は茶色です。♂は晴れた日の午

後３時頃に山頂に来てテリトリーを張り

ますので，容易に見ることができます。

♂も♀も大好物の樹液に集まります。 

（出現時期７月上旬～８月下旬） 

主に河川の中流部や湖沼に生

息し，冬は市街地の川でも見

られます。チーチジョイジョ

イとさえずり，腰を上下に振

り，飛ぶときは深い波形を描

きます。(日本特産種 留鳥) 

平地から山地の農耕地周辺の

林に生息します。県内で３０

年程前から観察され始め，今

では各地で見られます。

ギューイ ギューイと尻上が

りに鳴きます。（留鳥） 

エノキとよく似ていますが，

実は黒くなり果柄が長い点で

区別が付きます。エノキと違

い，古くから自生していたと

考えられています。エゾエノ

キもエノキ同様，国蝶オオム

ラサキの食樹となります。 

（花期５月果期10月～11月） 

この仲間の実はガマズミもミ

ヤマガマズミも，この辺の人

はヨツズミといって，子供の

頃はおやつ代わりに食べまし

た。ズミは酸っぱい実という

意味で，名前に違わず酸っぱ

いものです。 

（果期９月～１１月） 

ムラサキシキブの名前は実の

色からきたようで，シキブは

才媛紫式部の名を借りて美化

したのと言われています。秋

になると実の色が目に付きま

すが，それ以外の時期はほと

んど目立ちません。 

（果期９月～１１月） 

成虫は６月下旬頃より姿を現し

ます。アベマキ林の高所に生息

しており，その姿を見ることは

難しいですが，♀は時々下草な

どに止まっている場合もありま

す。似た種も多く区別は難しい

です。 

(出現時期６月下旬～10月上旬) 


